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1 はじめに 

2021年 7月に北海道・北東北の縄文遺跡群（以

下、本遺跡群と表記）は世界文化遺産として

UNESCOに登録された [1]。筆者は 2024年 7月に

複数の縄文遺跡群を訪問したが、その際に縄文時

代の中期から後期にかけて人口が減少しているも

のの、その理由が未だ解明されていないことを知

った。そこで、本稿では人口減少の理由を探るこ

とを目的とする。 

 

2 縄文時代の諸様相 

2.1 狩猟採集民の定住生活 

本遺跡群は、先史時代の人々の農耕社会以前の

生活の在り方と複雑な精神性を示しており、紀元

前 13,000年から紀元前 400年の間という 1万年を

超える期間の中で縄文人がどのように生活を発展

させていったかが分かる [2]。1950年代～60年代

では定住は農耕の開始と深いかかわりがあると考

えられてきたが [3]、本遺跡群はその認識が誤り

であったことを立証するものであり、本遺跡群以

外でも狩猟採集民の定住化を推測される遺跡が世

界各地で発掘されている [3]。 

2.2 祭祀・儀礼の存在 

本遺跡群の中にある大湯環状列石・伊勢堂岱遺

跡や是川石器時代遺跡などを見ると、祭祀や儀礼

に関するイベントを行っていたことが分かる。例

えば、大湯環状列石には直径 52mの万座、同 44m

の野中堂という２つの環状列石があるが、この２

つの環状列石の中心を結んだ線上に日時計型組石

があり、その方向は夏至の日没方向と重なってい

ることからも、何らかの祭祀もしくは儀礼に使用

していたことが推測される [4]。 

 

3 縄文時代の人口減少に関する既存の説 

縄文時代を考える上で人口から考察をすること

は縄文時代研究の本質ともいえる [5]。表 1 にこ

れまでに発掘された遺跡から推定された縄文時代

および弥生時代の推定人口分布を示す [6]。平均

年代は C14 年代データを使用し、1974年から平均

何年前であるかを示している [6]。また、DNA か

ら推定した人口でも、14500年前に人口が増加し、

3,000年前に大幅に減少し、2,000 年前に大幅に増

加したと推定している [7]。これらの先行研究か

ら少なくとも縄文時代の後半に人口減少があった

可能性は高いと思われるが、人口減少について複

数の説がある。ここではそれらを紹介するととも

に、それらの説への批判を行う。 

 

表 1: 縄文時代および弥生時代の推定人口分布 [6] 

弥生時代

平均年代 -11837.5 -8130 -5157.8 -3328.8 -2915.6 -1846.7

早期 前期 中期 後期 晩期

東北 2,000 19,200 46,700 43,800 39,500 33,800

関東 9,700 42,800 95,400 51,600 7,700 100,100

北陸 400 4,200 24,600 15,700 5,100 21,000

中部 3,000 25,300 71,900 22,000 6,000 85,100

東海 2,200 5,000 13,200 7,600 6,600 55,900

近畿 300 1,700 2,800 4,400 2,100 109,400

中国 400 1,300 1,200 2,400 2,000 59,400

四国 200 400 200 2,700 500 30,500

九州 1,900 5,600 5,300 10,100 6,300 106,300

合計 20,100 105,500 261,300 160,300 75,800 601,500

縄文時代

 

 

3.1 気候変動が人口減少の要因であったか？ 

縄文後期から晩期にかけての寒冷な気候が縄文

人にとって深刻な食糧不足を招いた可能性を指摘

時期 
地域 



している [7]。しかし、関東より寒冷になる東北の

ほうが人口の減少割合が少ないことが表 1 から

明らかである。これは少なくとも東北の縄文人が

木の実などによる植物性食料への依存が高かった

ことが推定されており [8]、気温によって植物の

選定を変更することで対応していたために東北の

人口減少割合が少なかったのではないかと思われ

る。 

 

3.2 ウイルスによる継続的な人口減少があった

か？ 

東北地方の一部では気候が寒くなったのに遺跡

が増えている事例があるため、気候が原因ではな

いウイルスによる人口減の説を提唱している研究

者もいる [9]。 

しかし、この説には明確な物証が無い。また、

縄文土器を用いての加熱処理、とくに煮沸には消

毒という効果もあるため、食中毒の予防は一定程

度されていたと思われる [10]。さらに、一定数の

人間が罹患すれば集団免疫が達成されるため、

1000 年以上にわたって継続的にウイルスの影響

があったと考えることは現実的では無いと思われ

る。 

 

4 考察 

ここまで縄文時代の人口について過去の議論と

その批判について述べたが、どの案も縄文時代中

期から晩期にかけての人口減少を十分に説明でき

るものでは無かった。それでは、どのような理論

を用いて考えていけばよいのかについて、研究会

当日の発表の場で述べることとする。 
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